
【
資
料
解
題
】
松
田
家
文
書
に
つ
い
て 

木
山 

貴
満 

松
田
家
文
書
は
令
和
元
年
（
二
〇
一
九
）
九
月
に
熊
本
博
物
館
（
以
下
、
当
館
）
へ
と
寄
贈
さ
れ
た
文
書
群
で
あ
る
。
松
田
家
子
孫
に
あ
た
る
広
島
県
在
住
の
個
人

よ
り
寄
贈
さ
れ
た
。
今
回
当
該
文
書
の
整
理
を
完
了
し
、
当
館
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
の
公
開
を
開
始
し
た
。
整
理
の
結
果
、
総
点
数
は
四
十
一
点
を
数
え
た
。
こ
の
文
書

内
容
に
つ
い
て
は
本
稿
に
附
属
す
る
整
理
目
録
を
ご
参
照
い
た
だ
き
た
い
。
本
稿
で
は
当
該
文
書
の
概
要
を
ま
と
め
、
そ
の
解
題
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
本
稿
で
参

考
・
引
用
す
る
資
料
に
つ
い
て
は
、
目
録
中
の
整
理
番
号
（
資
料
〇
―
〇
）
を
用
い
て
示
し
た
。 

松
田
家
の
由
緒 

ま
ず
は
松
田
家
の
由
緒
に
つ
い
て
、
松
田
家
「
先
祖
附
」・
系
図
画
像i

（
寄
贈
者
よ
り
提
供
）
な
ど
を
も
と
に
ま
と
め
て
お
き
た
い
。 

細
川
家
臣
で
あ
る
松
田
家
の
祖
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
の
は
、
松
田
備
右
衛
門
（
四
郎
右
衛
門
）
で
あ
る
。
も
と
も
と
の
生
国
は
雲
州
（
出
雲
）
で
、
同
国
を
治

め
て
い
た
尼
子
家
に
仕
え
て
隠
岐
に
在
城
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
毛
利
家
と
の
抗
争
な
ど
を
経
て
尼
子
家
が
没
落
し
た
の
ち
、
備
右
衛
門
は
名
を
仁
喜
斎
と
改

め
、
丹
後
国
で
医
業
を
営
む
よ
う
に
な
っ
た
。
天
正
八
年
（
一
五
八
〇
）、
織
田
信
長
よ
り
細
川
家
へ
丹
後
国
が
与
え
ら
れ
る
と
、
仁
喜
斎
は
細
川
忠
興
よ
り
知
行
二

百
石
で
召
し
出
さ
れ
た
。
細
川
家
臣
と
し
て
は
「
丹
後
以
来
」（
細
川
忠
興
が
丹
後
国
を
拝
領
し
た
の
ち
に
細
川
家
に
仕
官
）
の
家
柄
に
あ
た
る
。
慶
長
五
年
（
一
六

〇
〇
）
の
関
ケ
原
合
戦
後
、
細
川
家
に
豊
前
国
へ
の
国
替
え
が
命
じ
ら
れ
る
と
、
仁
喜
斎
も
こ
れ
に
同
行
し
て
豊
前
へ
赴
く
。
寛
永
二
年
（
一
六
二
五
）
八
月
、
仁
喜

斎
は
豊
前
の
地
で
没
し
た
。
こ
の
と
き
、
仁
喜
斎
の
嫡
子
で
あ
っ
た
角
右
衛
門
が
親
跡
目
知
行
を
相
続
し
た
。
寛
永
九
年
（
一
六
三
二
）
に
細
川
家
が
肥
後
へ
と
国
替

え
さ
れ
る
と
、
松
田
家
も
肥
後
に
移
り
、
当
地
で
細
川
家
臣
と
し
て
代
を
重
ね
て
い
く
こ
と
と
な
る
。
二
代
目
・
角
右
衛
門
は
正
保
三
年
（
一
六
四
六
）
に
病
死
し
、

熊
本
城
下
の
松
雲
院
に
葬
ら
れ
た
。 

松
田
家
に
と
っ
て
大
き
な
転
機
を
迎
え
た
の
は
、
三
代
目
と
な
っ
た
角
兵
衛
宗
明
の
代
で
あ
るii

。
天
和
元
年
（
一
六
八
一
）
六
月
、
当
時
の
藩
主
・
細
川
綱
利
の
勘

気
を
蒙
り
、
知
行
が
召
し
上
げ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
松
田
家
で
書
写
さ
れ
て
い
る
「
御
旧
記
書
抜iii

」
に
よ
る
と
、
人
材
不
足
・
諸
事
多
端
の
状
況
に
あ
っ

て
、
角
兵
衛
が
職
務
お
断
り
の
願
書
を
提
出
。「
養
生
」
を
目
的
と
し
た
お
断
り
願
い
で
あ
っ
た
こ
と
が
綱
利
の
不
興
を
買
い
、「
不
届
」
な
行
い
で
あ
る
と
し
て
角
兵

衛
に
は
知
行
召
上
げ
、
閉
門
と
い
う
重
い
処
分
が
申
し
付
け
ら
れ
た
。
綱
利
の
「
御
勘
気
」
は
二
か
月
後
に
は
宥
免
さ
れ
た
が
、
与
え
ら
れ
て
い
た
知
行
は
元
に
戻
ら

ず
、
わ
ず
か
八
人
扶
持
が
給
さ
れ
る
の
み
と
な
っ
た
。
付
言
し
て
お
く
と
、
綱
利
代
に
は
こ
う
し
た
「
御
勘
気
」
に
よ
る
処
分
が
相
当
数
行
わ
れ
て
い
る
。
当
該
「
御
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旧
記
書
抜
」
を
見
る
限
り
で
も
、
松
田
角
兵
衛
と
同
時
期
に
十
一
名
の
藩
士
が
藩
主
・
綱
利
の
勘
気
に
よ
り
処
分
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。 

そ
の
後
、
松
田
家
は
四
代
目
・
清
太
郎
宗
貞
、
五
代
目
・
源
吾
正
信
と
、
同
姓
や
他
家
か
ら
養
子
を
迎
え
な
が
ら
代
を
重
ね
て
い
く
が
、
状
況
は
好
転
し
な
か
っ
た
。

六
代
目
と
な
っ
た
角
兵
衛
元
正
も
浪
人
身
分
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
が
、
安
永
二
年
（
一
七
七
三
）、「
先
祖
之
訳
」
に
よ
り
五
人
扶
持
が
与
え
ら
れ
、
御
中
小
姓
と
し
て

召
し
出
さ
れ
た
。
角
兵
衛
は
射
芸
師
（
弓
術
師
範
）
に
任
じ
ら
れ
、
天
明
三
年
（
一
七
八
三
）
に
は
指
南
数
年
出
精
の
働
き
に
よ
り
衣
類
上
下
を
拝
領
し
た
ほ
か
、
の

ち
に
は
毎
年
米
十
俵
が
「
御
心
附
」
と
し
て
与
え
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
松
田
家
の
経
済
状
況
は
逼
迫
し
、
天
明
九
年
に
は
役
儀
お
断
り
の
願
書
を
提
出

す
る
に
至
る
。
寛
政
十
二
年
（
一
八
〇
〇
）
、
病
体
と
な
っ
た
角
兵
衛
は
御
奉
公
勤
め
難
く
な
っ
た
旨
に
よ
り
、
与
え
ら
れ
て
い
た
扶
持
米
の
返
上
を
願
い
出
た
。
同

年
十
月
、
こ
の
願
い
は
認
め
ら
れ
て
い
る
。 

苦
境
に
あ
っ
た
松
田
家
の
家
運
を
再
び
開
い
た
の
は
、
七
代
目
と
な
っ
た
源
太
郎
宗
敏
で
あ
る
。
寛
政
十
二
年
十
月
、
父
の
角
兵
衛
と
入
れ
替
わ
る
形
で
五
人
扶
持

が
与
え
ら
れ
、
御
中
小
姓
と
し
て
召
し
出
さ
れ
た
。
享
和
元
年
（
一
八
〇
一
）、
御
心
附
米
十
五
俵
と
と
も
に
御
穿
鑿
役
に
任
じ
ら
れ
る
と
、
同
三
年
に
は
役
料
高
と

し
て
足
高
十
五
石
が
給
さ
れ
る
。
そ
の
後
も
御
勘
定
所
小
物
成
方
引
除
詰
、
川
尻
御
船
手
引
除
詰
、
櫨
方
受
込
助
勤
当
分
（
の
ち
本
役
）
と
経
験
を
重
ね
、
文
化
九
年

（
一
八
一
二
）
十
二
月
に
は
さ
ら
に
足
高
十
五
石
が
下
し
置
か
れ
た
。
翌
文
化
十
年
、
小
物
成
方
根
取
と
な
っ
た
源
太
郎
は
さ
ら
に
職
務
に
励
ん
だ
も
の
と
み
え
、
文

政
元
年
（
一
八
一
八
）
に
は
御
擬
作
（
地
面
＝
知
行
地
を
確
定
し
な
い
、
擬
制
的
な
知
行iv

）
高
百
石
が
与
え
ら
れ
る
に
及
ん
で
い
る
。
源
太
郎
は
小
物
成
方
と
し
て

そ
の
才
を
大
い
に
発
揮
し
、
文
政
十
年
（
一
八
二
七
）
二
月
、「
御
役
多
年
精
密
ニ
心
を
用
、
年
々
納
候
御
銀
高
茂
相
増
、
格
別
出
精
相
勤
候
」（
職
務
に
長
年
集
中
し
、

年
々
小
物
成
方
に
納
ま
る
銀
高
が
増
加
す
る
ほ
ど
職
務
に
励
ん
だ
）
こ
と
が
賞
せ
ら
れ
、
擬
作
百
石
は
つ
い
に
地
面
百
石
（
具
体
的
な
知
行
地
が
定
め
ら
れ
た
給
地
）

へ
と
改
め
ら
れ
た
。
三
代
・
角
兵
衛
が
藩
主
の
勘
気
に
よ
り
知
行
を
召
し
上
げ
ら
れ
て
か
ら
約
百
四
十
年
後
、
七
代
目
・
源
太
郎
が
家
格
の
回
復
を
果
た
し
た
の
で
あ

るv

。
そ
の
後
、
松
田
家
は
英
作
、
九
郎
七
と
代
を
重
ね
て
明
治
維
新
を
迎
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。 

松
田
家
文
書
に
つ
い
て 

松
田
家
文
書
の
内
容
は
、
次
に
述
べ
る
二
項
に
大
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

【
知
行
関
係
】 

ま
ず
一
項
目
と
し
て
、
松
田
家
の
知
行
に
関
す
る
資
料
が
挙
げ
ら
れ
る
。
当
該
文
書
中
に
は
藩
主
か
ら
発
給
さ
れ
た
知
行
宛
行
状
が
三
通
数
え
ら
れ
る
。
寛
文
元
年

（
一
六
六
一
）
に
三
代
藩
主
細
川
綱
利
か
ら
松
田
角
兵
衛
へ
と
発
給
さ
れ
た
も
の
（
一
―
一
）、
弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）
に
十
代
藩
主
細
川
斉
護
か
ら
発
給
さ
れ
た

も
の
（
一
―
五
―
一
）、
万
延
二
年
（
一
八
六
一
）
に
十
一
代
藩
主
細
川
慶
順
か
ら
発
給
さ
れ
た
も
の
（
一
―
四
）
で
あ
る
。
後
者
二
通
の
宛
先
は
い
ず
れ
も
八
代
目
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の
松
田
英
作
で
あ
る
。 

当
初
、
三
代
藩
主
・
綱
利
の
代
ま
で
は
松
田
家
知
行
地
は
山
鹿
・
菊
池
両
郡
の
う
ち
二
百
石
で
あ
っ
た
が
、
近
世
後
期
の
斉
護
・
慶
順
代
で
は
山
本
・
合
志
郡
の
う

ち
百
石
と
な
っ
て
い
る
。
前
項
で
述
べ
た
通
り
、
松
田
家
は
天
和
元
年
（
一
六
八
一
）
に
知
行
召
し
上
げ
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
文
政
十
年
（
一
八
二
七
）
に
改
め

て
地
面
百
石
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
知
行
地
が
全
く
変
わ
っ
て
い
る
の
は
こ
の
た
め
だ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
れ
ら
知
行
宛
行
状
に
関
連
す
る
も
の
と
し
て
知
行

目
録
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
文
政
十
年
（
一
八
二
七
）
の
「
松
田
源
太
郎
御
知
行
所
附
目
録
」（
一
―
三
）
を
観
ず
る
限
り
、
十
代
藩
主
・
斉
護
代
に
松
田
源
太
郎
宛

で
発
給
さ
れ
た
知
行
宛
行
状
が
本
来
も
う
一
通
存
在
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

松
田
家
が
再
び
知
行
地
を
得
る
こ
と
と
な
っ
た
文
政
十
年
知
行
宛
行
に
関
係
す
る
も
の
と
し
て
、
知
行
地
「
田
畑
高
人
畜
改
帳
」
及
び
「
田
畑
見
図
帳
」（
二
―
一

―
一
～
四
）
が
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
と
き
の
知
行
地
は
山
本
郡
下
大
清
水
村
（
現
熊
本
市
北
区
植
木
町
清
水
）
と
合
志
郡
大
津
手
永
下
陣
内
村
（
現
菊
池
郡
大
津
町

陣
内
下
陣
内
）
の
二
ヶ
村
、
合
高
百
石
で
あ
っ
た
。
参
考
で
き
る
資
料
は
限
定
的
で
あ
る
が
、
当
該
帳
簿
作
成
の
経
緯
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
な
も
の
に
な
る
だ
ろ

う
。 ま

ず
、
一
―
三
「
松
田
源
太
郎
御
知
行
所
附
目
録
」
に
お
い
て
、
当
該
二
ヶ
村
は
松
田
源
太
郎
の
知
行
地
と
な
る
旨
が
奉
行
・
奉
行
副
役
中
か
ら
山
本
郡
代
・
大
里

角
左
衛
門
、
合
志
郡
代
・
井
上
平
左
衛
門
へ
と
示
さ
れ
た
。
こ
れ
を
う
け
て
知
行
地
の
二
ヶ
村
は
「
田
畑
高
人
畜
改
帳
」・「
田
畑
見
図
帳
」
を
そ
れ
ぞ
れ
作
成
し
、
松

田
源
太
郎
へ
と
提
出
（
両
帳
面
は
い
ず
れ
も
文
政
十
年
八
月
に
作
成
・
提
出
）。
こ
の
二
種
の
帳
簿
に
よ
り
知
行
主
と
な
る
松
田
源
太
郎
は
知
行
地
の
構
成
員
、
田
畑

の
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
文
政
十
年
知
行
宛
行
に
つ
い
て
は
正
式
な
辞
令
に
当
た
る
「
差
紙
」「
宛
行
状
」「
目
録
」
を
欠
く
も
の
の
、
辞
令
の
一
種

で
あ
る
「
知
行
所
所
附
目
録
」
と
、
具
体
的
な
知
行
内
容
を
書
き
上
げ
た
「
田
畑
高
人
畜
帳
」・「
田
畑
見
図
帳
」
が
揃
っ
て
い
る
こ
と
と
な
るvi

。 

【
御
赦
免
開
地
関
係
】 

も
う
一
項
目
と
し
て
当
該
文
書
の
中
核
を
占
め
る
の
は
、
松
田
家
が
所
有
し
て
い
た
御
赦
免
開
地
に
関
係
す
る
文
書
で
あ
る
。
全
四
十
一
点
の
う
ち
、
半
数
近
い
十

五
点
が
御
赦
免
開
に
関
係
す
る
文
書
で
あ
る
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
近
世
後
期
～
明
治
四
年
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
、
内
容
は
重
複
す
る
部
分
も
多
い
。 

そ
も
そ
も
御
赦
免
開
と
は
細
川
家
中
の
知
行
取
に
付
与
さ
れ
た
特
権
で
あ
り
、
細
川
氏
の
肥
後
入
国
直
後
か
ら
領
内
の
荒
れ
地
開
発
権
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
制

度
で
あ
る
。
一
般
農
民
が
行
う
「
野
開
」
に
は
反
当
た
り
六
匁
の
税
が
掛
け
ら
れ
た
が
、「
御
赦
免
開
」
は
文
字
通
り
税
が
赦
免
さ
れ
たvii

。
幕
末
期
の
海
浜
新
地
に
お

け
る
御
赦
免
開
を
例
外
と
し
て
、
御
赦
免
開
は
享
保
年
間
（
十
八
世
紀
前
半
）
に
は
禁
止
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
、
そ
の
多
く
は
「
旧
知
」（
二
代
藩
主
光
尚
ま

で
の
家
臣
）
の
家
柄
に
与
え
ら
れ
た
特
権
だ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。 

松
田
家
に
残
さ
れ
て
い
る
御
赦
免
開
に
関
す
る
資
料
の
多
く
は
、
幕
末
維
新
期
を
生
き
た
九
代
目
・
松
田
九
郎
七
の
作
成
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
松
田
家
が
御
赦
免
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開
地
と
し
て
得
て
い
た
五
丁
手
永
馬
出
村
（
現
熊
本
市
北
区
四
方
寄
町
）
に
つ
い
て
、
①
御
割
印
書
の
所
有
者
名
書
き
換
え
、
②
所
持
御
赦
免
地
を
「
建
山
」
扱
い
し

て
ほ
し
い
旨
を
願
う
書
類
が
そ
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
松
田
九
郎
七
が
こ
れ
ら
①
・
②
の
願
書
を
提
出
す
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
が
、
資
料
二
―

一
四
―
五
の
「
〔
覚
書
写
〕
」
・
資
料
二
―
一
五
―
四
「
〔
達
書
写
〕」
な
ど
で
あ
る
。 

〔
資
料
二
―
一
四
―
五
〕 

覚 

藩
士
・
郷
士
所
持
之
赦
免
開
建
山
并
海
辺
新
地
等
之
儀
ニ
付
而
別
紙
書
付
一
通
相
渡
候
条
、
此
段
可
遣
也 

別
紙 

覚 

一 

赦
免
開
并
海
辺
新
地
之
内
割
印
書
相
渡
置
候
分
之
事 

是
迄
之
開
主
へ
受
為
申
候
付
、
最
徳
米
之
内
三
歩
通
官
納
、
水
利
普
請
等
ハ
官
よ
り
出
方
之
事 

一 

給
人
出
高
并
上
畝
之
事 

上
徳
米
之
内
三
歩
通
官
納
申
付
候
、
尤
水
理
普
請
等
有
之
ヶ
所
ハ
右
同
断 

一 

赦
免
建
山
之
事 

当
時
成
立
居
候
竹
木
ハ
其
侭
被
下
置
、
跡
ハ
野
開
同
様
ニ
取
扱
を
以
所
柄
相
当
之
税
納
ニ
而
直
ニ
受
持
候
儀
不
苦
候
条
、
望
之
面
々
ハ
当
七
月
限
願
書
差
出

候
様 

一 

海
辺
新
開
候
事 

最
徳
米
之
内
六
歩
官
納
四
歩
通
ハ
稟
米
を
以
従
前
之
開
主
へ
差
遣
、
塘
手
普
請
等
ハ
官
よ
り
出
方
之
事 

右
之
通
ニ
付
地
面
ハ
惣
而
其
掛
里
正
々
々
之
管
轄
ニ
申
付
也 

六
月 
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〔
資
料
二
―
一
五
―
四
〕 

赦
免
開
建
山
割
印
書
之
儀
、
郡
務
掛
江
返
納
い
た
し
候
様
、
最
前
及
達
置
候
通
ニ
付
、
各
手
元
江
相
集
可
差
出
候 

一 

右
同
開
建
山
、
内
輪
譲
渡
相
済
、
表
向
手
数
不
相
済
分
ハ
双
方
よ
り
直
ニ
懸
り
里
正
江
懸
合
、
譲
渡
之
証
文
受
取
候
様 

一 
右
同
建
山
之
儀
、
直
ニ
受
持
度
望
候
面
々
ハ
当
七
月
限
筋
々
願
出
候
様
及
達
置
候
得
共
、
右
ハ
其
掛
り
之
里
正
手
元
江
願
書
差
出
候
様 

七
月 

郡
務
掛 

区
長
中 

資
料
内
容
等
か
ら
両
資
料
は
と
も
に
明
治
四
年
（
一
八
七
二
）
に
布
告
さ
れ
た
通
達
だ
と
比
定
で
き
る
。
こ
の
な
か
で
赦
免
開
地
お
よ
び
赦
免
建
山
は
「
相
当
之
税

納
」
を
行
え
ば
そ
の
ま
ま
所
持
し
て
よ
い
こ
と
、
開
地
所
有
を
希
望
す
る
者
は
七
月
ま
で
に
該
区
の
里
正
へ
願
書
を
提
出
す
る
こ
と
、
割
印
書
を
郡
務
掛
へ
返
納
す
る

こ
と
な
ど
が
通
達
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
動
き
か
ら
、
松
田
九
郎
七
は
願
書
作
成
に
取
り
掛
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
既
述
の
通
り
松
田
家
が
所
有
し
て
い
た
割
印
書

に
は
赦
免
開
地
所
有
者
名
な
ど
の
問
題
が
あ
っ
た
。 

〔
資
料
二
―
六
―
一
〕 

覚 

別
紙
御
赦
免
開
之
儀
、
先
祖
以
来
所
持
仕
居
候
処
、
様
子
有
之
、
御
割
之
儀
者
縁
家
吉
住
弥
内
名
前
ニ
願
替
置
候
處
、
先
祖
松
田
角
兵
衛
儀
、
天
和
元
年
六
月

御
知
行
被
召
上
候
ニ
付
、
右
弥
内
育
之
浪
人
ニ
罷
成
、
其
後
安
永
二
年
十
一
月
、
曾
祖
父
松
田
角
兵
衛
儀
、
組
付
御
中
小
姓
ニ
被
召
出
候
ニ
付
、
右
開
元
之
通

譲
返
候
ニ
付
、
御
割
印
名
前
茂
御
引
替
奉
願
候
筈
之
處
、
其
砌
よ
り
是
迄
押
移
、
右
弥
内
名
前
ニ
而
私
受
持
居
、
無
念
之
次
第
奉
恐
入
候
、
然
處
今
般
御
割
印

返
納
仕
候
様
御
布
告
之
趣
ニ
付
、
則
弥
内
名
前
之
御
割
印
差
出
申
候
、
尤
向
後
も
不
相
替
私
受
持
申
度
、
追
而
其
筋
江
可
奉
願
筈
ニ
御
座
候
間
、
何
卒
此
節
私

名
前
ニ
御
引
直
被
下
候
様
奉
願
候
、
此
段
可
然
様
被
成
御
達
可
被
下
候
、
以
上 

七
月 
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松
田
家
が
先
祖
以
来
（
二
代
目
・
角
右
衛
門
以
来
と
推
定
さ
れ
る
）
所
有
し
て
い
た
御
赦
免
開
地
（
五
丁
手
永
馬
出
村
に
畑
畝
弐
反
五
町
拾
五
歩
）
で
あ
っ
た
が
、

あ
る
「
様
子
」
（
三
代
目
・
角
兵
衛
が
御
勘
気
処
分
を
う
け
た
こ
と
を
指
す
ヵ
）
が
あ
っ
た
た
め
、
割
印
書
に
記
さ
れ
る
所
有
者
名
を
縁
者
の
吉
住
弥
内
に
書
き
換
え

て
い
たviii

。
角
兵
衛
は
そ
の
後
吉
住
弥
内
育
の
浪
人
と
し
て
暮
ら
し
た
が
、
安
永
二
年
（
一
七
七
三
）
、
松
田
家
六
代
目
・
角
兵
衛
が
組
付
御
中
小
姓
と
し
て
家
中
に
復

帰
す
る
。
こ
の
と
き
、
御
赦
免
開
地
も
松
田
家
に
譲
り
返
さ
れ
た
が
、
割
印
書
の
所
有
者
書
き
換
え
を
藩
へ
と
願
い
出
る
こ
と
な
く
そ
の
ま
ま
に
し
て
し
ま
っ
た
。
そ

う
し
た
な
か
、
〔
資
料
二
―
一
五
―
四
〕
の
通
り
、
割
印
書
を
郡
務
掛
へ
返
納
す
る
よ
う
通
達
が
あ
っ
た
た
め
、
九
郎
七
は
自
分
の
名
前
に
書
き
換
え
て
く
れ
る
よ
う

願
書
を
作
成
し
た
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
九
郎
七
は
御
赦
免
開
地
を
「
建
山
」
扱
い
し
て
ほ
し
い
旨
の
願
書
も
提
出
す
る
。 

〔
資
料
二
―
六
―
三
〕 

（
端
裏
書
）
「
未
七
月
二
十
二
日
達
置
候
事
」 

覚 

私
所
持
之
御
赦
免
開
、
御
割
印
前
ハ
畑
開
と
御
座
候
へ
と
も
、
大
略
建
山
ニ
相
成
居
、
年
久
敷
事
ニ
而
何
年
比
と
申
儀
、
申
伝
も
無
御
座
候
、
一
切
是
迄
税
納

も
無
之
儀
ニ
候
処
、
此
節
御
布
告
之
趣
ニ
付
以
来
ハ
建
山
之
御
取
扱
ニ
而
、
相
応
之
税
納
被
仰
付
被
下
候
様
奉
願
候 

二
つ
の
願
書
に
記
さ
れ
て
い
る
内
容
（
特
に
傍
線
部
）
か
ら
す
る
と
、
松
田
家
で
は
馬
出
村
の
開
地
を
さ
ほ
ど
重
要
視
し
て
い
た
わ
け
で
は
無
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

布
告
を
受
け
て
確
認
し
て
み
る
と
所
有
者
名
は
吉
住
弥
内
に
書
き
換
え
ら
れ
た
ま
ま
、
肝
心
の
開
地
は
畑
地
か
ら
山
林
と
も
い
う
べ
き
様
相
に
変
じ
て
い
た
、
と
い
う

の
が
実
情
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

松
田
九
郎
七
は
こ
れ
ら
願
書
作
成
と
同
時
に
、
関
係
す
る
村
役
人
へ
の
働
き
か
け
も
行
っ
て
い
る
。
長
谷
川
忠
蔵
（
里
正
も
し
く
は
戸
長
・
副
戸
長
ヵ
）
か
ら
の
書

状
（
資
料
二
―
九
）
に
よ
る
と
、
九
郎
七
か
ら
「
建
山
開
と
し
て
取
り
扱
っ
て
く
れ
る
よ
う
、
取
り
計
ら
っ
て
ほ
し
い
」
と
お
願
い
さ
れ
た
が
、
藩
が
そ
れ
を
認
め
る

ま
で
は
畑
開
と
し
て
扱
う
、
と
断
ら
れ
て
い
る
。
九
郎
七
は
さ
ら
に
佐
藤
求
五ix
か
ら
も
書
状
を
受
け
取
っ
て
い
る
が
、
こ
の
な
か
で
次
の
よ
う
な
新
た
な
事
実
が
も

た
ら
さ
れ
て
い
る
。 
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〔
資
料
二
―
一
四
―
一
〕 

此
中
者
追
々
御
入
被
下
候
処
、
毎
々
御
早
々
失
敬
御
用
捨
可
被
下
候
、
然
者
馬
出
御
赦
免
開
等
此
元
根
帳
及
吟
味
申
候
処
、
別
紙
写
之
通
ニ
御
座
候
、
可
然
御

承
知
可
被
下
候
、
長
谷
川
書
状
返
上
仕
候
、
取
紛
右
迄
如
此
御
座
候
、
以
上 

七
月
廿
九
日 

佐
藤
求
五 

松
田
九
郎
七
様 

馬
出
村
御
赦
免
開
地
に
つ
い
て
佐
藤
が
根
帳
を
検
め
た
と
こ
ろ
、「
別
紙
写
」
の
通
り
で
あ
っ
た
（
傍
線
部
）
、
と
伝
え
る
も
の
だ
が
、
こ
の
「
別
紙
」
と
み
ら
れ
る

の
が
資
料
二
―
一
五
―
二
「
覚
」
で
あ
る
。 

〔
資
料
二
―
一
五
―
二
〕 

覚 

吉
住
左
次
右
衛
門 

赦
免
開 

五
町
郷
馬
出
村 

一 

畑
畝
弐
反
五
町
拾
五
歩 

松
田
英
作
建
山 

一 

松
山
四
反
弐
畝 

同
村 

右
出
張
所
根
帳
前 

辛
未 七

月 
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な
ん
と
九
郎
七
が
自
家
所
有
と
認
識
し
て
い
た
畑
畝
二
反
五
町
拾
五
歩
（
吉
住
左
次
右
衛
門
の
名
で
登
録
さ
れ
て
い
る
）
の
ほ
か
に
、
父
・
松
田
英
作
の
名
義
で
「
松

山
四
反
弐
畝
」（
傍
線
部
）
を
所
有
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
の
で
あ
る
。
開
発
主
で
あ
っ
た
松
田
家
の
な
か
で
も“

忘
却

（
も
し
く
は
十
分
に
伝
承
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
）
開
墾
地
が
、
村
側
に
残
さ
れ
て
い
た
記
録
か
ら
判
明
し
た
と
い
う
事
実
は
興
味
深
い
。
近
世
～
近
代
初
期
に
お
け
る
藩
領
内
の
文
書
記
録
水
準
の
高
さ
が
う

か
が
え
る
一
例
だ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
九
郎
七
は
こ
の
新
た
に
判
明
し
た
土
地
の
件
を
含
め
て
、
改
め
て
願
書
を
作
成
し
て
い
る
。 

〔
資
料
二
―
八
〕 

口
上
之
覚 

五
町
郷
於
馬
出
村
、
私
所
持
之
御
赦
免
畑
開
弐
反
五
畝
拾
五
歩
之
御
割
印
、
吉
住
弥
内
名
前
ニ
而
以
前
よ
り
根
直
も
不
奉
願
押
移
候
次
第
ハ
、
右
御
割
印
書
ニ

相
添
御
達
仕
置
候
通
御
座
候
処
、
此
節
右
外
ニ
於
同
所
建
山
四
反
弐
畝
之
地
面
私
所
持
之
根
扣
有
之
候
段
、
懸
り
里
正
よ
り
申
越
候
ニ
付
、
郡
務
懸
根
帳
打
合

見
申
候
処
、
相
違
無
御
座
候
、
然
處
右
者
是
迄
右
畑
開
御
割
印
ニ
混
居
候
地
面
と
心
得
居
申
候
処
、
右
之
通
根
帳
前
等
別
稜
ニ
御
座
候
而
者
建
山
之
御
割
印
別

ニ
無
御
座
候
而
者
難
叶
儀
と
奉
存
候
得
共
、
以
前
よ
り
手
元
ニ
所
持
不
仕
、
自
然
者
以
前
紛
失
ニ
而
も
為
致
歟
と
相
考
申
候
得
共
、
亡
父
以
来
一
切
承
伝
候
儀

も
無
之
、
根
元
右
建
山
之
御
割
印
有
無
之
境
ハ
今
日
ニ
至
り
一
切
分
兼
申
候
、
然
處
右
之
通
ニ
而
者
全
ク
是
迄
空
躰
ニ
受
持
居
候
容
ニ
相
成
、
不
念
之
至
り
奉

恐
入
候
、
依
之
右
建
山
全
ク
畑
開
外
之
地
面
ニ
而
別
ニ
御
割
印
被
下
置
候
筋
之
儀
ニ
御
座
候
、
此
節
如
何
様
卒
被
仰
付
被
下
候
様
奉
願
候
、
此
段
可
然
様
被
成

御
達
可
被
下
候
、
以
上 

第
十
区 

七
月 

松
田
九
郎
七 

九
郎
七
は
新
た
に
所
有
が
判
明
し
た
建
山
四
反
弐
畝
に
つ
い
て
、
当
該
開
地
を
証
す
る
御
割
印
書
が
手
元
に
な
い
こ
と
、
割
印
書
を
紛
失
し
た
の
か
、
そ
も
そ
も
所

持
し
て
い
な
か
っ
た
の
か
、
亡
父
（
八
代
目
・
松
田
英
作
）
か
ら
も
全
く
伝
承
し
て
い
な
い
の
で
一
切
分
か
ら
な
い
旨
を
述
べ
る
（
傍
線
部
）。
九
郎
七
が
自
省
す
る

通
り
「
空
躰
」
な
土
地
所
有
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
明
治
四
年
六
月
か
ら
七
月
に
か
け
て
出
さ
れ
た
赦
免
開
地
に
関
す
る
布
告
に
よ
っ
て
、
九
郎
七
は

赦
免
開
地
を
め
ぐ
る
混
乱
状
況
と
図
ら
ず
も
向
き
合
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
今
回
寄
贈
さ
れ
た
松
田
家
文
書
か
ら
読
み
取
れ
る
の
は
こ
こ
ま
で
で
、
そ
の
後
九

8
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郎
七
の
願
書
が
認
可
さ
れ
た
の
か
は
明
ら
か
で
な
い
。
し
か
し
、
御
赦
免
開
地
の
所
有
を
め
ぐ
り
、
松
田
九
郎
七
が
先
祖
以
来
の
因
縁
と
明
治
四
年
七
月
に
対
峙
す
る

こ
と
と
な
っ
た
の
は
興
味
深
い
。
同
月
に
は
廃
藩
置
県
が
実
行
さ
れ
、
明
治
六
年
に
は
地
租
改
正
、
地
券
発
行
な
ど
土
地
所
有
の
在
り
方
も
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
て

い
く
。
松
田
九
郎
七
が
行
っ
た
御
赦
免
開
地
を
め
ぐ
る
処
理
活
動
も
、
旧
藩
士
が
体
験
す
る
こ
と
と
な
っ
た  

維
新
変
革 

の
一
斑
だ
っ
た
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

以
上
、
松
田
家
文
書
の
概
要
に
つ
い
て
記
し
た
。
本
文
書
の
幅
広
い
活
用
を
俟
ち
た
い
。 

i

「
先
祖
附
」
や
系
図
な
ど
は
今
回
の
寄
贈
資
料
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
が
、
寄
贈
者
の
ご
厚
意
に
よ
り
画
像
デ
ー
タ
の
提
供
を
受
け
た
。 

ii

角
兵
衛
は
二
代
目
角
右
衛
門
の
二
男
で
あ
る
が
、
兄
の
萬
助
が
早
世
で
あ
っ
た
た
め
、
角
兵
衛
が
家
督
を
相
続
。 

iii

未
寄
贈
資
料
分
。
寄
贈
者
よ
り
画
像
提
供
を
受
け
た
。 

iv

『
新
熊
本
市
史 

通
史
編 

第
三
巻
近
世 

  
』
（
熊
本
市
、
二
〇
〇
一
年
）。
宝
暦
の
世
減
の
法
実
施
後
、
御
擬
作
取
は
急
激
に
増
え
、
幕
末
に
は
知
行
百
石
の
過

半
が
御
擬
作
取
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。 

v

た
だ
し
、
「
文
久
二
年 

肥
後
世
襲
士
籍
」
（
松
本
寿
三
郎
編
『
熊
本
藩
侍
帳
集
成
』、
細
川
藩
政
史
研
究
会
、
一
九
九
六
年
）
に
よ
る
と
「
旧
知
」
家
格
ま
で
は
復

旧
し
て
お
ら
ず
、
「
新
知
」
と
し
て
の
扱
い
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。 

vi

松
本
寿
三
郎
「
熊
本
藩
の
お
侍
た
ち
」
（
前
掲
『
熊
本
藩
侍
帳
集
成
』
所
収
、
初
出
『
新
・
熊
本
の
歴
史
４ 

近
世
（
上
）』、
熊
本
日
日
新
聞
社
、
一
九
七
九
年
） 

vii

前
掲
「
熊
本
藩
の
お
侍
た
ち
」
。
な
お
、
実
際
に
は
御
赦
免
開
に
も
一
反
に
つ
き
一
升
二
合
（
延
享
二
年
＝
一
七
四
五
以
降
は
一
升
八
合
）
の
反
懸
り
米
が
掛
け

ら
れ
た
と
さ
れ
る
。 

viii

な
お
、
吉
住
家
は
御
勘
気
を
蒙
っ
た
三
代
目
・
角
兵
衛
の
妻
の
実
家
に
あ
た
る
。 

ix

明
治
三
年
（
一
八
七
一
）
、
飽
田
託
摩
出
張
所
権
少
属
試
補
に
任
じ
ら
れ
た
佐
藤
求
助
（
五
町
）
と
同
一
人
物
、
も
し
く
は
縁
者
と
み
ら
れ
る
（『
熊
本
県
史
』
近

代
編 

、
一
九
六
一
年
、
一
四
八
頁
） 

”

”

Ⅰ

Ⅰ

9103（    ）



《
参
考
文
献
》 

『
熊
本
県
史
』
近
代
編 

（
熊
本
県
、
一
九
六
一
年
） 

『
新
熊
本
市
史
』
通
史
編
第
五
巻
近
代 

（
熊
本
市
、
二
〇
〇
一
年
） 

『
北
部
町
史
』（
旧
北
部
町
、
一
九
七
九
年
） 

熊
本
女
子
大
学
郷
土
文
化
研
究
所
編
『
熊
本
県
史
料
集
成
第 

巻 

明
治
の
熊
本
』（
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
五
年
） 

熊
本
県
立
美
術
館
図
録
『
細
川
幽
斎
展
』
（
二
〇
一
〇
年
） 

熊
本
県
立
美
術
館
『
永
青
文
庫 

細
川
家
の
歴
史
と
名
宝
』（
二
〇
〇
八
年
） 

Ⅰ

Ⅰ

12

10102（    ）



2-1-4 2-1-3 2-1-2 2-1-1 1-5-2 1-5-1 1-4 1-3 1-2 1-1

整
理
番
号

合
志
郡
大
津
手
永
下
陣
内
村

松
田
源
太
郎
殿
御
給
知
田
畑

見
図
帳

山
本
郡
下
大
清
水
村
松
田
源

太
郎
殿
田
畑
見
図
御
帳

合
志
郡
大
津
手
永
下
陣
内
村

松
田
源
太
郎
殿
御
給
知
田
畑

高
人
畜
改
御
帳

山
本
郡
下
大
清
水
村
松
田
源

太
郎
殿
御
知
行
田
畑
高
人
畜

改
帳

差
紙
（

上
知
百
石
相
続
）

〔

細
川
斉
護
知
行

　
宛
行
状
〕

〔

細
川
慶
順
知
行

　
宛
行
状
〕

松
田
源
太
郎
御
知
行
所
附
目
録

目
録
（

知
行
目
録
）

〔

細
川
綱
利
知
行

　
宛
行
状
〕 資

料
名

文
政
十
年

亥
八
月

文
政
十
年

八
月

文
政
十
年
亥

八
月
晦
日

文
政
十
年

八
月
晦
日

亥
四
月
十
日

弘
化
四
年

二
月
朔
日

万
延
二
年

三
月
朔
日

文
政
十
年

七
月
十
一
日

弘
化
四
年

二
月
朔
日

寛
文
元
年

八
月
五
日

年
代

下
陣
内
村
庄
屋
／

原

文
右
衛
門

下
大
清
水
村
庄
屋

／
畠
山
理
左
衛
門

井
上
平
左
衛
門

大
里
角
左
衛
門

佐
田
右
平

ほ
か
二
名

（

細
川
）

斉
護

（

細
川
）

慶
順

不
破
敬
次
郎

ほ
か
六
名

増
田
十
郎
左
衛
門

ほ
か
五
名

（

細
川
）

綱
利

作
成
（

差
出
）

下
村
伝
蔵
、

井
上
平
左
衛
門

衛
藤
弥
三
兵

衛
、

大
里
角
左

衛
門

松
田
源
太
郎

松
田
源
太
郎

山
本
／
中
嶋
九
郎
右
衛

門
、

合
志
／
園
田
武
弾

助
、

江
島
伝
左
衛
門

松
田
英
作

松
田
英
作

山
本
／

大
里
角
左
衛
門

合
志
／

井
上
平
左
衛
門

松
田
英
作

松
田
角
兵
衛

宛
先

紙
本
墨
書

紙
本
墨
書

紙
本
墨
書

紙
本
墨
書

紙
本
墨
書

紙
本
墨
書

紙
本
墨
書

紙
本
墨
書

紙
本
墨
書

紙
本
墨
書

品
質

冊
子
装

冊
子
装

冊
子
装

冊
子
装

切
継
紙

竪
紙

竪
紙

竪
継
紙

竪
継
紙

竪
紙

形
状

三
〇
.
九
×

ニ
一
.
五

三
〇
.
八
×

ニ
一
.
五

ニ
六
.
五
×

一
九
.
八

三
〇
.
七
×

ニ
一
.
五

一
八
.
九
×

一
〇
九
.
八

四
三
.
三
×

五
七
.
六

四
三
.
六
×

五
七
.
五

三
六
.
〇
×

一
九
九
.
八

三
五
.
八
×

一
六
二
.
七

四
一
.
五
×

五
四
.
九

法
量

（

縦
×
横
）

紙
折
れ
あ
り
。

全
十
七
丁
。

全
十
八
丁
。

全
九
丁
。

紙
折
れ
あ
り
。

全
八
丁
。

裏
面
紙
継
ぎ
目
に
差
出
者
の
印
判
あ

り
。

山
本
・
合
志
郡
で
百
石
。

包
紙
上
書
「

松
田
英
作
と
の
」

山
本
・
合
志
郡
で
百
石
。

包
紙
上
書
「

松
田
英
作
と
の
」

包
紙
上
書
「

松
田
源
太
郎
殿
／
御
奉

行
中
」

裏
面
紙
継
ぎ
目
に
奉
行
中
の
印
判
あ

り
。

山
鹿
・
菊
池
両
郡
で
二
百
石
。

水
損
と
思
わ
れ
る
水
染
み
全
体
に
あ

り
。

包
紙
あ
り
。

備
考

11101（    ）



2-5-5 2-5-4 2-5-3 2-5-2 2-5-1 2-4 2-3 2-2-3 2-2-2 2-2-1

整
理
番
号

覚
（

屋
敷
地
上
納
に
つ
い
て
）

口
上
之
覚
（

屋
敷
地
御
借
添
）

覚
（

所
持
御
赦
免
開
地
の
件
）

〔

達
書
写
〕

口
上
之
覚

（

京
町
屋
敷
拝
借
）

肥
後
流
体
術
之
形

（

相
伝
書
）

〔

楊
心
流
居
合
太
刀

　
之
巻
目
録
〕

〔

勲
八
等
瑞
宝
章

　
授
与
証
〕

〔

勲
八
等
瑞
宝
章

　
叙
勲
証
〕

日
本
帝
国
明
治
二
十
七
八
年

従
軍
記
章
之
證

資
料
名

安
政
五
年

八
月
廿
七
日

（

近
世
後
期
）

（

明
治
四
年
）

辛
未
七
月

十
二
月
廿
五
日

（

近
世
後
期
）

明
治
四
十
四
年

十
一
月
吉
辰

安
政
五
年

四
月
吉
日

明
治
二
十
九
年

三
月
三
十
一
日

明
治
二
十
九
年

三
月
三
十
一
日

明
治
二
十
八
年

十
一
月
十
八
日

年
代

伊
良
子
左
文

伊
良
子

―

御
掃
除
方

松
田
九
郎
助

星
野
九
門
実
則

恵
良
左
十
郎
武
昆

大
給

恒

大
給

恒

大
給

恒

作
成
（

差
出
）

―
両
人
当

―

伊
良
子
七
左
衛
門

松
田
宗
雄

陸
軍
通
訳

松
田
源
太
郎

陸
軍
通
訳

松
田
源
太
郎

元
陸
軍
省
雇
員

松
田
源
太
郎

宛
先

紙
本
墨
書

紙
本
墨
書

紙
本
墨
書

紙
本
墨
書

紙
本
墨
書

紙
本
墨
書

紙
本
墨
書

紙
本
墨
書

紙
本
墨
書

紙
本
墨
書

品
質

切
継
紙

切
継
紙

切
継
紙

切
継
紙

切
継
紙

巻
子
装

切
継
紙

切
紙

切
紙

切
紙

形
状

一
四
.
九
×

五
五
.
〇

一
四
.
六
×

四
〇
.
二

一
四
.
七
×

七
九
.
六

一
四
.
七
×

二
五
.
八

一
五
.
一
×

二
〇
.
一

一
七
.
八
×

三
三
二
.
五

一
七
.
九
×

二
五
三
.
一

二
二
.
七
×

三
〇
.

〇

四
五
.
四
×

五
九
.
二

三
六
.
四
×

四
五
.
七

法
量

（

縦
×
横
）

紙
継
外
れ
。

端
裏
書
「

文
政
十
三
年
取
組
達
扣
」

端
裏
書
「

写
／
伊
良
子
七
左
衛
門
殿

／
御
掃
除
方
」

京
町
伊
良
子
屋
敷
の
拝
借
を
願
っ

た

も
の
。

紙
継
ぎ
外
れ
。

途
中
、

後
欠
。

紙
継
ぎ
外
れ
。

水
損
と
思
わ
れ
る
水
染
み
全
体
に
あ

り
。

包
紙
あ
り
。

備
考

12100（    ）



2-13 2-12 2-11 2-10 2-9 2-8 2-7 2-6-3 2-6-2 2-6-1

整
理
番
号

〔

包
紙
〕

〔

松
厳
書
〕
「

松
竹
」

伯
耆
流
居
合
免
状

口
上
之
覚

（

所
持
御
赦
免
開
地
の
件
）

〔

書
状
〕

（

馬
出
村
御
所
持
の
御
赦
免

開
地
に
つ
い
て
）

口
上
之
覚

（
所
持
御
赦
免
開
地
の
件
）

〔

達
書
〕

（

屋
敷
地
に
つ
い
て
）

覚
（

所
持
御
赦
免
開
地
の
件
）

覚
（

所
持
御
赦
免
開
地
の
件
）

覚
（

所
持
御
赦
免
開
地
の
件
）

資
料
名

（

近
世
後
期
）

（

近
世
後
期

～

明
治
期
）

明
治
二
十
一
年

六
月
吉
辰

（

明
治
期
）

七
月

（

明
治
期
）

七
月
廿
八
日

（

明
治
四
年
）

七
月
卅
日

（

近
世
後
期
）

三
月
十
日

（

明
治
四
年
）

七
月
廿
ニ
日

（

明
治
四
年
）

七
月

（

明
治
四
年
）

七
月
廿
ニ
日

年
代

松
厳

星
野
九
門
実
則

松
田
九
郎
七

長
谷
川
忠
蔵

第
十
区

松
田
九
郎
七

― ― ― ―

作
成
（

差
出
）

―

松
田
三
十
郎

―

松
田
九
郎
七

―

松
田
九
郎
助

― ― ― 宛
先

紙
本
墨
書

紙
本
墨
書

紙
本
墨
書

紙
本
墨
書

紙
本
墨
書

紙
本
墨
書

紙
本
墨
書

紙
本
墨
書

紙
本
墨
書

紙
本
墨
書

品
質

包
紙

切
紙

切
継
紙

切
継
紙

切
継
紙

切
継
紙

切
継
紙

切
継
紙

切
継
紙

切
継
紙

形
状

三
〇
.
八
×

四
五
.
四

一
七
.
七
×

三
六
八
.
八

一
五
.
八
×

一
二
六
.
三

一
六
.
四
×

九
六
.
〇

一
五
.
二
×

一
〇
〇
.
九

一
五
.
二
×

五
九
.
六

一
五
.
三
×

二
六
.
五

一
五
.
二
×

七
一
.
六

一
五
.
一
×

四
七
.
六

法
量

（

縦
×
横
）

「

御
知
行
引
渡
差
紙
」

ほ
か
二
点
の

包
紙

包
紙
あ
り
。

端
裏
書
「

辛
未
七
月
卅
日
達
置
候

事
」

紙
継
外
れ
。

端
裏
書
「

未
七
月
二
十

ニ
日
達
置
候
事
」

端
裏
書
「

辛
未
七
月
廿
ニ
日
達
置

也
」

備
考

1399（    ）



2-15-3 2-15-2 2-15-1 2-14-7 2-14-6 2-14-5 2-14-4 2-14-3 2-14-2 2-14-1

整
理
番
号

〔

書
状
〕

（

割
印
書
付
の
差
返
）

覚
（

吉
住
・
松
田
所
持
の
赦

免
開
・
建
山
）

覚
（

割
印
書
付
の
写
）

〔

書
状
扣
〕

（

地
子
銭
上
納
の
件
）

〔

書
状
〕
（

屋
敷
間
数
）

〔

覚
書
写
〕

（

赦
免
開
な
ど
の
取
扱
い
）

〔

書
状
〕

（

割
印
書
付
の
件
）

〔

書
状
〕

（

割
印
書
付
取
替
の
件
）

〔

書
状
〕

〔

書
状
〕

（

馬
出
村
御
赦
免
開
地
の
件
）

資
料
名

閏
七
月
十
一
日

（

明
治
四
年
）

七
月

宝
暦
六
年

六
月
朔
日

（

近
世
後
期
）

（

嘉
永
七
年
）

五
月
廿
五
日

（

明
治
期
）

六
月

閏
七
月
十
一
日

閏
七
月
十
一
日

（

近
代
）

七
月
廿
九
日

年
代

藪
市
太
郎

―
御
郡
間

―

内
藤
忠
太

―

林

伴
之
允

尾
藤
助
次
郎

源
太
郎

佐
藤
求
五

作
成
（

差
出
）

尾
藤
助
次
郎

―

吉
住
弥
内

―

伊
良
子
左
文

―

吉
住
小
左
衛
門

林

伴
之
允

母
上

松
田
九
郎
七

宛
先

紙
本
墨
書

紙
本
墨
書

紙
本
墨
書

紙
本
墨
書

紙
本
墨
書

紙
本
墨
書

紙
本
墨
書

紙
本
墨
書

紙
本
墨
書

紙
本
墨
書

品
質

切
継
紙

切
紙

切
継
紙

切
継
紙

切
継
紙

切
継
紙

切
紙

切
継
紙

切
継
紙

切
継
紙

形
状

一
五
.
八
×

五
七
.
九

一
六
.
〇
×

二
三
.
八

三
〇
.
六
×

四
三
.
七

一
四
.
七
×

四
四
.
〇

一
四
.
六
×

二
二
.
二

一
五
.
二
×

八
〇
.
七

一
五
.
七
×

二
一
.
七

一
五
.
五
×

八
八
.
三

一
八
.
二
×

一
三
三
.
四

一
六
.
三
×

四
六
.
八

法
量

（

縦
×
横
）

紙
継
外
れ

2

-

1
4

-

1
に
附
属
し
て
い
た
も

の
ヵ
。

裏
面
に
「

御
郡
間
㊞
」

の
墨
書
あ

り
。

紙
継
ぎ
外
れ
。

紙
継
ぎ
外
れ
。

2

-

1
5

-

2
と
関
連
ヵ
。

備
考

1498（    ）



2-15-4

整
理
番
号

〔

達
書
写
〕

（

赦
免
開
建
山
割
印
書
）

資
料
名

（

明
治
期
）

七
月

年
代

郡
務
掛

作
成
（

差
出
）

区
長
中

宛
先

紙
本
墨
書

品
質

切
紙

形
状

一
五
.
一
×

三
六
.
七

法
量

（

縦
×
横
）

備
考

1597（    ）
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